
くらしの だ よ り安 心

～火の取り扱いについて～
　お盆中は何かと火の取扱いが多くなりますので、火の取扱い
には十分注意しましょう。また、仮設住宅は多数隣接しており、
火災が発生しますと延焼拡大の危険がありま
すので火の取扱いはもちろんのこと、建物周
囲にはゴミ可燃物等を置かないよう ｢火の用
心｣ をお願いします。

リサイクルセンター　℡0193-42-7570【お問い合わせ】
釜石大槌地区行政事務組合消防本部  ℡ 0193-22-1642
大槌消防署  ℡ 0193-42-3121

【お問い合わせ】

大槌消防署からのお知らせリサイクルセンターからのお知らせ

　分別が出来てい
ない、回収日では
ない、一般家庭か
ら出た生活ごみで
はない等の違反ゴ
ミは、「収集できま
せん！！」シール
を対象のゴミに貼
り収集しません。
　ゴミを出すとき
だけではなく、出
したあとも自分で
出したゴミが回収
されたかどうか確
認をお願いします。
　回収されていない場合は、シールに記載されている事項
を確認の上で、適切なゴミの分別や処理方法の確認をお願
いします。

7月21日（土）〜8月20日（月）

夏季火災予防特別警戒実施中

大槌交番からのお知らせ

　身近な犯罪・事故・災害の未然防止や的確な検挙活動などのため、住
民の意見や要望を聴き、警察と地域住民等がお互いに協力し検討や協議
を行うことを目的とした、「大槌交番連絡協議会」が設立され、５月 30
日（水）、設立総会が行われました。この会は、大槌交番管内に住んで
いる住民によって組織され、大槌交番職員が運営を行います。この日、
会員である各地区の民生委員や自治会役員ら 16名が集まり、活動計画
や、管内の問題点について話し合いました。今後は、地域安全防犯懇談
会の開催や、町内に設定した鍵かけモデル地区の防犯街頭パトロールを
実施するなど、主に地域の安全のための啓蒙を中心に活動していくとの
ことです。

～ 正しく使って楽しい花火 ～
１  �花火は、燃えやすい物のある場所では遊ばないよ

うにしましょう
２  風の強いときは、花火遊びは止めましょう
３  水バケツ等の消火用水を準備しましょう
４  �たくさんの花火に一度に火をつけないようにしま

しょう
５  必ず大人の人と一緒に遊びましょう

警察と地域住民が協力を　～大槌交番連絡協議会を設立～

違反ごみの収集はしません

大槌交番　℡0193-42-3120【お問い合わせ】

県内で熊の出没が

相次いでいます。

外出する時は

気をつけましょう！

岩
いわ

 渕
ぶち

  　慶
けい

 巡査長（26）

大槌交番勤務 2年目。出身は一関市
千厩町。18年間続ける野球が趣味で、
ポジションはキャッチャー。最近は
まっているものは、ポテトチップスし
あわせバター味。

大槌交番

火事と救急は
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鎌 田　千
ち

 鶴
づる

  さん（釜石高校 2 年）

今まで同い年ぐらいの人としか話したことが無く、大人の
人たちの話が聞けて楽しかったし、自分の活動にも耳を
傾けてくれたので嬉しかったです。今日話した活動に自分
も参加してみたいと思いました。このような会をぜひまた
やってほしいです。

　
こ
の
協
議
会
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活

性
化
を
図
る
た
め
、
住
民
自
治
組
織
や
支
援
団

体
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
を
共
有
し
、
解
決
に

向
け
知
恵
を
出
し
合
う「
協
働
の
場
」と
し
て
、

平
成
26
年
度
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
会
で
は
最
初
に
、
地
域
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
一

人
で
あ
る
岩
手
大
学
農
学
部
の
広
田
純
一
教
授

が
、
島
根
県
雲
南
市
の
例
を
取
り
上
げ
、
地
域

の
課
題
や
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
自
治
組
織
や
団

体
が
連
携
す
る
地
域
運
営
の
新
し
い
形
に
つ
い

て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
事
例
紹
介
で
は
、

末
広
町
公
営
住
宅
で
の「
草
取
り
」と「
お
花
見
」

の
同
時
開
催
や
、
花
輪
田
地
区
で
の
リ
サ
イ
ク

ル
活
動
（
廃
品
回
収
）
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
な
ど
、
創
意
工
夫
あ
ふ
れ
る
活
動
事
例
が

紹
介
さ
れ
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
頷
い
た
り
感

心
の
声
を
上
げ
た
り
し
な
が
ら
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
町
内
の
高
校
生
か
ら
は
、
学

生
が
地
域
の
課
題
に
取
り
組
ん
だ
「
マ
イ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
型
の
交
流
会
で
は
、
５
地

域
に
分
か
れ
、
地
域
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
地
域
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
―
の
サ
ポ
ー
ト
の
も
と
、
地
域

の
課
題
や
取
り
組
み
の
ア
イ
デ
ィ
ア
に
つ
い

て
、
具
体
的
な
活
動
や
他
団
体
と
連
携
し
た
取

組
方
法
な
ど
を
話
し
合
い
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に

成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
こ
の
協
議
会
で
は
、
今
後
も
会
議
や
団
体
同

士
の
連
携
を
図
り
、
ア
イ
デ
ィ
ア
や
事
例
を
共

有
し
、
話
し
合
い
の
内
容
を
具
体
化
し
て
い
く

こ
と
で
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
活
性
化

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　６月19日（火）、自治会や町内会、コミュニティ活動団体などの
ほか、町が各地域に配置している地域コーディネーターらが一堂に
会しました。会では活発な意見交換が行われ、自らの活動や、町内
における連携した活動について、多くのアイディアが出されました。

コミュニティ活動の連携を強化
～平成30年度第1回大槌町コミュニティ協議会を開催～

町内コミュニティ活動の
事例紹介

発表された取り組み案

■吉里吉里地区 
　自治会の再編成

■安渡地区　
　「おかえりなさい会」の開催

■町方地区
　「生活連絡会」の立ち上げ

■赤浜地区
　「材木町よ市」への
　参加

■浪板地区
　「お茶っこの会」の開催

■末広公営住宅
　「草取り」と「花見」の同時開催

■花輪田地区
　「リサイクル活動」の実施

■大槌町内の高校生
　「マイプロジェクト」の取り組み

【その他の案】
  ・学校や PTA と自治会の連動
  ・季節のイベント、季節のお花見
  ・料理教室やお茶っこの会
  ・ウォークラリーをしながらパトロール　など

材木町よ市で

ホタテの浜焼き

進む住宅再建

町内会の境界を
変更

草取り後に設定
した

お花見が大盛況

ラジオ体操を
町内会で！

自治会合同で
避難訓練

参加者の声
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